
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１３年６月３０日              NO,３６０ 

 

 天桂寺本堂の前に「味 

噌なめ爺婆」（懸衣翁と 

奪衣婆と思われる）の石 

像が並び、「味噌なめば 

あさん、じいさん」とよ 

ばれています。 

 子どもが虫歯などにな 

ると、この石像の口に味 

噌をぬると痛みがとれる 

との信仰が厚く、今も味噌がぬられています。 

             天桂寺の墓地には、土岐家の家臣                           

            の墓がたくさんありますが、その中                 

            に「見取騒動」を無事におさめた家       

            老見習いだった（見取騒動当時）、                                  

            月岡修理の墓があります。 

             「見取騒動」は、天明元年（１７       

            ８１）の暮れ、「見取」（その年ので

き           き高で年貢を決める）によって、年                                               

            貢に対する不安が高まり、月岡修理

が大阪にいた城主の土岐定経に農

民の願いを直接伝え、無事に騒動を

おさめ、沼田藩を救いました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
衆
議
院
小
選
挙
区
の
五
つ
の
県
で
一
つ
ず
つ
減
ら
す
「
０
増
５
減
」
に
と
も
な
い
、
１７

都
県
の
４２
選
挙
区
で
区
割
り
を
変
更
す
る
法
案
が
衆
議
院
本
会
議
で
再
議
決
さ
れ
、
自
民
・
公
明
の
与

党
に
加
え
維
新
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
区
割
り
の
変
更
は
、
民
意
を
ゆ
が
め
、
大
政
党
に
有
利

な
小
選
挙
区
を
固
定
す
る
も
の
で
す
。 

 

衆
議
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再
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は
、
衆
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で
議
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た
法
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が
参
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さ
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、
法
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否
決
さ
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と
見
な
し
、
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議
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で
３
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の
２
以
上
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で
可
決
成
立
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
議
会
制
民
主
主
義
の
土
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で
あ
る
選
挙
制
度
の
法
案
が
再
議
決
で
成
立
さ
せ
る
こ
と

は
望
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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小
選
挙
区
制
は
、
４
割
台
の
得
票
で
８
割
の
議
席
を
獲
得
で
き
る
な
ど
、
民
意
を
ゆ

が
め
る
選
挙
制
度
で
あ
り
、
区
割
り
を
変
更
し
て
も
民
意
の
反
映
は
で
き
ず
、
小
選
挙

区
制
を
廃
止
し
、
民
意
を
公
正
に
反
映
す
る
選
挙
制
度
へ
の
改
革
こ
そ
必
要
で
す
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 第２６回沼田市子ども会沼田かるた大会が２３日、沼

小講堂記念体育館で開かれ、５６チーム、１１２人が参      

加しました。 

   沼田かるたは、旧沼田  

市内の史跡や人物、自

然、祭りなどがよまれた

郷土かるたです。 

   真剣に札を取り合う、

熱戦が展開されました。 

 ６月定例市議会の最終日に、川田小学校東校舎耐震補

強及び大規模改造建築工事請負契約の締結が提案され、

全会一致で可決されました。 

 今回の入札には６社が参加 

し、オーケンコーポレーショ 

ンが２億３６０４万円で落札 

し、完成は１０月末が予定さ 

れています。 

 “憲法をいかし、県民の声をひびかせ、政治を変えよう”と「６・２３

ぐんま県民集会」が２３日、高崎市の城址公園で開かれ、約１３００人が

参加しました。 

 憲法改悪ストップ、ＴＰＰ交渉参加撤回、 

消費税大増税の中止、原発即時ゼロなど、集 

会が掲げる「九つの要求」でリレートークを 

おこない、日本共産党のたなはしせつ子参議 

院群馬選挙区予定候補が、「みなさんと連帯 

して全力でがんばる」とあいさつしました。 

 ６月定例市議会の最終日（１３日）に、「沼田市職員の給与の臨時特例に

関する条例」が追加議案として上程され、賛成多数で可決されました。 

 この条例によって一般職４％、課長級７％、部長級９％の削減となり、

デフレ不況を脱却するためにも国民の所得を引き上げることが求められて

いるなか、給与の引き下げは、デフレ不況脱却に逆行するものです。 

 議員報酬は、議長が１０％、副議長が８％、議員が５％の削減がおこな

われていますが、さらに２％削減することを全会一致で可決しました。 


